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1999 年コジャエリ（トルコ）地震震源域の３次元地震波速度構造

3-D seismic velocity structure in the focal area of the 1999 Kocaeli, Turkey, Earthquake
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1999 年コジャエリ（トルコ）地震震源域の３次元Ｐ波速度構造を推定した．本震は負の速度異常の領域で発生

している．また，Sapanca 湖の東側の地表地震断層と余震分布が一致しない領域では正の速度異常が認められた．

1999 年８月 17 日，トルコ北西部で Mw 7.4 のコジャエリ地震が発生した．この地震は，従来から指摘されて

いた北アナトリア断層西端部の地震空白域で発生したものである．北アナトリア断層西部ではこれまで，詳細な地

震波速度構造が明らかになっておらず，地殻内不均質構造と地震活動の関連に関する議論はほとんどされていない．

本研究では，臨時地震観測網（中村・他，1999）および定常観測網（IZINET）のデータを使用し，震源域を含む地

殻の３次元Ｐ波速度構造を推定した．これにより，本震・余震の分布と地震波速度構造との関係を調べることがで

きると考えられる．

　データとして，1999 年８月 23 日から９月 21 日の期間に発生した 337 個の地震の読取値を使用した．Ｐ

波，Ｓ波走時の読取値の個数はそれぞれ 6095 個， 3882 個である．平均観測点間隔は約 20 km，観測点数は 22 点

である．

　水平方向のグリッドを東経 28.8 度～ 31.4 度，北緯 30.8 度～ 41.0 度の領域に 20 km 間隔で，深さ方向

のグリッドを 0 ～ 30 km の間に 5 km 間隔で配置し，Zhao et al., (1992)の手法を用い，Ｐ波速度構造を推定

した．初期構造としては，定常観測網での震源決定に使用されている１次元地震波速度構造を用いた．

　インバージョンの結果，走時残差の RMS 値は 0.33 秒から 0.30 秒に減少した．北アナトリア断層が走って

いる北緯 40.7 度付近の地殻内では，Sapanca 湖の西側 80 km の領域で負の速度異常が検出された．この低速度

域は，Iznik 湖南部まで連続的に広がっている．一方，Sapanca 湖の東側の，地表の地震断層と余震活動の分布が

一致しない領域では，正の速度異常が検出された．再決定された震源は，東経 29.4 度～ 30.4 度では中村・他（1999）

による震源分布より系統的に浅くなっている．Sapanca 湖の東側では従来，西側に比べて深い震源分布が得られて

いたが，再決定された震源は深さ 5 ～ 10 km に分布しており，西側と大差ないことがわかった．
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